
次世代育成支援

�⨋ 災害時の施設提供の協定
当社は神奈川県大和市と「災害時における帰宅困難者一時滞在施設の提供に
関する協定」を結び、地震などの災害時には協定に基づき「三機テクノセン
ター」を地域の防災や緊急消防援助隊の活動拠点として提供するほか、大和市
内の下水道処理施設にかかわる復旧にも尽力します。
2022年度は、災害時に上下水が復旧するまでの間、近隣住民の生活用水（飲
用以外）を確保することを目的とした災害用井戸を新設し、大和市の「災害時
用協力井戸」として登録されました。

�⨋ 清掃・環境美化活動
各支社・支店やグループ会社では、事務所や現場周辺地域の清掃活動や各自
治体が主催する環境美化活動に参加しています。2022年度はグループ全体で
のべ42カ所の地域で活動を実施しました。各拠点の従業員とともに社長自ら
清掃活動に参加し、地域の清掃活動への参画を推進しています。

�⨋ 安全体感エリアなどの研修施設見学の受け入れ
三機テクノセンターでは官公庁・学校・企業に対し、安全体験エリアでの
体感およびテクノプラザの施設見学を受け入れています。安全体験エリアは、
視覚から危険作業体験等を体感してもらうことができる施設となっており、
2022年度は652人が来場し、2019年度の施設オープン以来見学数累計は
4,336人となりました。

�⨋ 三機環境園の活用
三機テクノセンターに併設された三機環境園を地域に常時開放し、近隣保
育所等から多くの子どもたちが訪れる憩いの場となっています。2023年3月
には来園者が約50,000名に達しました。今後も長きにわたって地域の憩いの
場、次世代育成の場として活用いただく予定です。

災害用井戸

地域共生に向けた取り組み

北海道　海のクリーンアップ大作戦！

三機テクノセンター見学受け入れ

三機環境園に来たカルガモ親子
�⨋ 三機環境サービスの社会科見学受け入れ
グループ会社の三機環境サービスでは、各事業所にて地元小学校の社会科

地域社会

基本的な考え方
「三機工業グループ行動規範・行動指針」では、「社会を構成する良き企業市民として、地域社会の発展に寄与するため、
社会貢献に努めます」と定め、活動をしています。今後も地域の皆さまと積極的なコミュニケーションを図りながら、
地域社会の発展へ貢献していきます。
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︱　地域社会　

その他社会貢献

�⨋ 震災復興プロジェクト
東日本大震災の翌年2012年5月、被災地の早期復興に貢献することを目的
に発足した全社横断的組織「震災復興プロジェクト」は、毎年さまざまな活動
を通じて、復興支援や震災記憶の風化防止、風評被害の払拭、防災減災情報の
共有などを行っています。

▍2022年度の取り組み

大和シルフィード三機工業マッチデー

2023年世界大会に出場した
デフラグビー日本代表チーム

地球教室

被災地訪問

◦�東北産食材をつかったランチメニュー提供�
（三機テクノセンター食堂にて）
◦被災地支援カタログギフト購入応援

◦津軽三味線大会の協賛
◦第7回被災地訪問
◦震災復興の常設展示

見学受け入れを積極的に行っています。2022年度は、北海道内4校の小学生
計70名が訪れ、下水道の役割や仕組みについて理解を深めていただきました。
また、中学校社会科授業における職業体験支援も行いました。

�⨋ 環境教育プロジェクト「地球教室」への協賛
2022年、朝日新聞社主催の小中学生向け環境教育プロジェクト「地球教室」
に特別協賛企業として参画。同プロジェクトの1日体験学習イベント「かん
きょう1日学校」では全国より集まった小学生約80名とオンライン参加者約
200名に対し授業を行い、また、沖縄県内・熊本県内の小学校を訪問し、109
名の生徒たちに出張授業を行いました。授業では「カイテキな生活と省エネル
ギーについて考えよう」をテーマに空気・水・電気のカイテキについて身近な
例を取り上げながら、生徒たちの地球環境保全への意識醸成を促しました。

�⨋ スポーツ振興・活性化支援
当社は神奈川県大和市の女子サッカーチーム「大和シルフィード」のオフィ

シャルスポンサーです。また、特定非営利活動法人日本聴覚障がい者ラグビー
フットボール連盟（デフラグビー）や公益財団法人日本ハンドボール協会、北海道
釧路市のアイスホッケーチーム「ひがし北海道クレインズ」のスポンサー活動も
行っています。今後もスポーツ支援を通じて地域の活性化に貢献していきます。

�⨋ 寄付・寄贈活動
大学、研究機関への寄付、日本交響楽振興財団、劇団四季「こころの劇場」

などの各種文化活動への協賛、アジア太平洋地域の途上国などにおける自然保
護活動の支援のほか、盲導犬育成支援のための募金活動や献血活動を継続的に
行っています。また、各支社・支店やグループ会社では、使用済み切手などの
寄付活動や、備品食品の寄付活動などを行っています。さらに、三井グループ
企業出身者のボランティア活動を推進している「三井ボランティアネットワーク
事業団」への支援を行い、三井グループ全体の社会貢献活動に寄与しています。
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